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練返すことを省略 する｡ 教養学 部L/Tは,直接原因 となるよ うなことは何 もな く,
､殆ん どの原因は本郷にあっLたとい ってもよいであろ う(,学生数が非常にL多 く
(7000人),マンモス化 してマスプロ授業に なってし＼る事 が最大の間轟点で
あろ うが,これ も本郷各学 部Ol,学科増設 ･講座新設K:伴 う｢被害 ｣であるo こ
の点の改善を何年 も前 から要望 してたI,こも拘 らず,大学全体 として何 ら具体的
な手 を打ち穆 ないでいたことに も,東大の動脈硬化の救い輯 さを見 ることがで
きる ｡
発端 となった医学部,特に医局の ピラミッ ド型封建体制に比絞すると,ご く
一部を除 き講座 制で もなく,助手や事務職員の定員が極度に少い教養学 部はむ
しろ逆 ピラミッドであって,｢東大 Jとい う名か ら連想される古めかしい権威
主義か らは程遠い新開地であるO
§2 経 過
過激派医学部学生に よる安田講堂占拠 を排除す るため0:l,虜一回機動隊導 入
(45年 6月 17日)によって ,紛争が医学 部か ら-拠に全学に拡大して以来,
駒場 も完全に紛争の渦 中をと巻きこまれた. 自治会正副委員長 を握 るフロン トは,
最初は民青は勿論,三派革マル とも一線 を画 し,一般学生の支持の上に乗 って
いたので,節度のある運動 を展開 し得るかに見えた｡ しかし,学生数が多 く.T
学生大会 を持たず,代議員大会 とい う,セク ト学生が濃縮 された離開に よって
事が運ばれるとい う制度上の欠陥 と,夏休み期間に入 った, とい うことが蒐 な
って,運動は一般学生の基盤を失 って,次第に三派に牛耳 られるよ うになった｡
7月 5日に無期限 ス 1-に突入 して以後は,社膏同解放派 (育解) を主力 とす




これとの争いのために戦術は非可逆的かこエスカV - トの十途を辿 った.
教官側は, 9月6,TL入ると同時¢こ, ｢8･10告示 ｣C,TLよる収拾活動を開始 し,
クラス討論その他で感命の努力を払 ったが,この程度の対策をもってしては,
徒 らにノンポ リ学生を三派側に追いやるのみであった O 今やフロン トも-ルメ
ッ トを常用し,完全に反代々木勢力の仝共韻の一員となるb,こ至 ったので,一般
学生 も共絹側 か民青側かの どちらかにつかざるを得ず,さもなければネ トライ
キをきめこむのみであ?た O こOlようにして,
9月 16日 ;学部長室や事務本邦olある一号 嬉封鎖
11月 8日 ;､教職員会頭 (会轟室のある建物),学生部封鎖
11月 11日 ;顔-研究室 (語学 ･人文 ･数学)の建物および第二本鰻 (社
会その他の研究室,教室)の封鎖
と次第に戦術が激化するに伴ない,民背側の反撃 も強 くな り, 11月 14日の
卓然科学系研究室の封鎖は,外人部隊を混えた民青の反撃で完全に阻止されたO
加藤新執行部0-)登場 と,全学封鎖など.とい う余 り!,Cも行 き過ぎた戟術のため
,盲､一 に,次第に支持を失ないつつあった全共毒針鋸ま,第八本鰻 (教養学科研究室)
を占領 して (12月 1日),ここを本拠 とし,寮 を本越 とする民青側 と相対じ
する形(,こなった.ノンセク ト学生を集めた クラス連合 とい う組織 も,民青と連
合 して全共胡側 と対立するに至 ったO これで,学生は殆んど完全に二派に分裂
するとい う形になってしまった O
なおこOt)間 9 早大.vT._端を発 した革マルと青解の争いが駒場キャンパス内に持
ち込まれ,それぞれ建物を占領 して,石合戦,1よる攻防を頒返す∴とい う愚劣
穣まる寧件が派生し (12月上中旬),当局を悩 まやた ｡ しかしこれは同時に,
11rNク ト学生 とい うものの本性を露呈 して見せたとい う点で,暴力学生に甘すぎ
る 人達に とっては教育的であったと筆者は評嘩 している0
1月 10日の ｢確認害集会｣(於 秩父宮 ラグビー場), 1月 18- 19日
の ｢安田城攻防戦 ｣については省略する ｡ この確認番路線でス トを解除し,入
試実施に持 ってr行とうとする,クラス連合 C民青側 の代義貞の集会に対し,全
集絹は これを粉砕せんとして,大きな衝突があった ｡ とくに確認害をつ くるた
め01教養学部代表団を選出 した 12月15日には,両派の激突を防 ご うとして







なくなった O へjVメ.日 ･ゲバ棒 も激残 したo _-
5月5日,教授会場に全共相学生が乱入し;追及集会の後,病人を除 く全員
を翌 日恵で拘束するとい う事件が発生した｡ 翌 4日午前 11時頃,機動隊が出
動して始めて駒場構内た入 り,学生 41名が逮捕 された｡ その後も浮業再開ぬ
止の動 きは くり返されたが,5月24日より少しずつ授業を再開し始めた｡
§5 現 状 ('4月中旬)
･授業は一応再編 とい うことになったが,あらゆる形での妨害が未だにL続き,












6,助教授 12,助手 12)と,専門課程の基礎科学科 (10講座車物矧謂係
5.5講座)とに分属してい る ｡ 前者の約半数 と後者全部が物性関係者である｡
最大Ojかかわ り合いは,昨年 4月- 10月の間,野上茂吉郎教授 (核理論)
が学部長 として,以後は評議員 2名中の 1名として緯けさまに物理の物性関係








大学院生諸君は,矯期限 ス ト等にも入 らず,終始比較的平静であったO個人
的EIJこ特定のセク トを支持する人はあって も,全体が 分裂 して対立するようなこ
とは一応避けられたO 教官を含めての討論集会等はし増しは行なわれ,教室会
班 (教授 ･助教授 ･助手全員が全 く対等に出席)に虜生代表g)オブザーバーが
出席することが正式に復活 した O 全体 としては,物 理の院生は封鎖には反対で
あったので,封鎖もこ備えて対策を考え実施するような際は,教官 と協力した O
曹 橘のため･の泊 り込み,乱浦の ときの敦襲活軸 こも,多 くの院生諸君の協力が
あった ｡
学部内に.あって,少数m例外を除き,物理の,:[塾官はいわゆる｢タカ派 ｣に属






歳 も多い ことに現われている.よ うに,.全 くol契j7主義であること｡
d一･若い とき(,1専IL:してやらや ば学者 として一人畢ちで きない厳 しい学問で
あることO









としても得心のゆ くような教育 - それは研究 と無縁の人にはなし得ない -
をするにはどうい うシステムにすればよいか,とい う考えに基づいて行なわれ
ている.それ闘 ま,学生 との間に人間的関係の全 くないマスプロ授業を 2銀閣
や って本郷へ送 り込む,とい う現行横割 り制度を改め,4年 もしくは修士課程
まで合やて 6年の一貫教育でなければなFlない,とい うことが不可欠の条件 と
考えられて㌧､るO
研究費の不足は深刻で,講座制の ところに くらべて約 5分の 1とい う格差 を
つけられている環状を解消 して もらいたい と念願は非常に強い｡ この格差のた
めに,物撃教皇 50革の うち,5分の 2が理論屋であるとい う偏向が生 じてお
り.教育上に もひずみを与えていることは否定できない O 事務員,技官等の定
員も全 く無いのに近卜状態で,同じ東大内で こうい う状態 を今まで全然放置 し
てきた上,定員削減は他 と同じ割合いでおしつけて くるとい うことが未だに続
いているのであるから,よほど革命的な変革で もしない限 り,東大は救い難い
であろ う｡今後の改革の過塵で,学部のエゴイズムが露呈 しなければ率いで あ
るが, したならば大学の自治は内部から崩壊 し去るかもしれないO
よい研究者で なければ満足な教育ができない,とい う要請は依然 として残 る
が,大衆化された今の大学での教育の内容白身は否応なく研究 とは雫縁 (む し
ろ研究の妨害になる)になってい く,とい う現実は避けられない宿命であろ うO
また研究 綴力者 として大学院生を迎え入れれば,その将来の保証とい う問題 も
必然的も･こ生じて くる(∴ 無給医局員問題と痢似01現象はい くらでも起 りうるので
ある｡ 我々は何のために物理学 をやっているのか,とい う聞損 とか らんで,こ
れらをもっと広い立場から梶本的rL考えなおすべ き時期(,こ来ているのではなか
ろ うか｡
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